
～ 現在に至る 氏名 上野　誠

　【研究上の特記事項】

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】　（主要なもの）

　【学内活動】（学内職歴を含む・主要なもの）

全国大学国語国文学会学会理事、上代文学会理事、万葉学会編集委員、日本文学協
会委員（2002）、民俗芸能学会編集委員、美夫君志会常任理事、古事記学会理
事、国学院大学国文学会委員、日本山岳修験学会評議員

万葉文化論

1990年3月国学院大学大学院文学研究科博士課程後期単位取得満期退学（日本文学
専攻）

博士(文学、文乙第７号)

万葉文化論の方法論の摸索

         平成14～16年度　　教 育 研 究 業 績 書

取得学位

1992年奈良大学在職期間

最終学歴

専門分野

所属学会

研究課題

従来から取り組んできた万葉文化論の方法を援用した単行本を上梓できた。また『国文学』に執
筆できたことは、学説普及の上で意味があったと思う。

おおむね教授者の本意を伝えることができたと思う。劇団ヌーダの顧問として学生指導を行っ
た。また、大学院生の個別指導を充実させ、３名に対して修士号を授与することができた。

飛鳥保存財団の評議員や、奈良県立万葉文化館万葉古代学研究所の副所長として、社会的啓発活
動を行った。

国文学科の共同研究室の管理・運営のため、大きな時間を割くこととなり、一部研究に停滞を招
いた。また、出前授業のために多くの時間を割くこととなった。一部の教員に過度の負担がかか
る学内のシステムについて再考の時が来ていると思う。



① 『万葉にみる　男
の裏切り・女の嫉
妬』

単

② 『みんなの万葉集
―響きあうことば
とこころ―』

単

③ 『万葉民俗学を学
ぶ人のために』

共編

① 筑紫君磐井の墓―
その説話的理解―

単

② それからの明日香 単

③ 万葉びとの庭、天
平の庭―王の庭
と、民の庭―

単 万葉歌に表現されている庭
園の表現を分析し、その庭
園の性格と、流行のありよ
うについて個別に論じた論
文。

世界思想社の学ぶ人のため
にシリーズのために、編
集・執筆した書。万葉歌に
登場する民俗事象の分析方
法を紹介し、個別の事象に
ついて解説した書（大石泰
夫盛岡大学教授との共編
著）。

『風土記』逸文に残されて
いる筑紫君磐井の墓の記述
を伝承とみて、その形成に
ついて推察した論文。

平城遷都の明日香につい
て、万葉歌を中心とする諸
文献がどのように記述され
ているかを分析した論文。

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

『万葉集』の入門書。日本
放送出版協会の生活人新書
創刊にあたり、古代文学に
おける嫉妬などの恋愛感情
について解説した書き下ろ
しの書。

『万葉集』の入門書。一種
の秀歌選。平易に身近なた
とえを用いながら、個々の
歌を解説した書。

（学術論文）

（著書）

著書､学術論文等の名称

ＮＨＫ出版協会2002年9月

2002年9月

2003年10月

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名称

発行又は
発表の年月

菅野雅雄博士古稀記念論集
刊行会編『古事記・日本書
紀論集』おうふう

『東アジアの古代文化』１
１３号、大和書房

梶川信行・東茂美共編
『天平万葉論』翰林書房

2002年4月

2002年11月

2003年4月

ＰＨＰ研究所

世界思想社



④ 万葉びとの生活
―解釈・復原・記
述―

単

⑤ 小山田の苗代水の
中淀にして(『万
葉集』巻四の七七
六)―紀女郎の意
趣返し―

単

⑥ 万葉びとの稲作
―心意伝承を垣間
見るために―

単

⑦ 初期万葉挽歌と遊
離魂感覚―倭太后
奉献歌における
「儀礼」と「個」
―

単

⑧ 万葉びとの洗濯
―白を希求した男
と女―

単

⑨ 麻と女―古代の労
働環境を考える―

単

⑩ 橡の解き洗ひ衣―
譬喩と生活実感と
―

単

⑪ 日本民俗学の研究
領域拡大―新しい
共同研究の前提―

単 2005年3月 『万葉古代学研究所年報』
第３号、財団法人万葉文化
振興財団万葉古代学研究所

人文科学における領域拡大
がどのような契機で起こ
り、それがその学問をどの
ように変質させたかを日本
民俗学を通じて分析した論
文。そこから万葉研究の領
域拡大について考察した。

2005年3月 『古代文学』第４４号、古
代文学会

万葉歌に登場する橡染めの
歌を分析して、その実態を
明らかにするとともに、そ
の表現の読解に一定の指針
を示した論文。

初期万葉挽歌に表現されて
いる、遊離魂感覚につい
て、その特質を表現の分析
から明らかにした論文。

『万葉集』を中心とした古
代の諸文献にあらわれた
「洗濯」について分析し、
その表現の志向した世界を
明らかにした論文。

『万葉集』を中心とする古
代文献に登場する女性労
働、ことに麻の生産に関わ
る労働を分析し、万葉時代
の女性労働について考察し
た論文。

「万葉古代学」という学際
的研究はどのように定立し
得るか、具体的に論じた論
文。

『万葉集』紀女郎歌、巻4の
776の分析を通じ古代の稲作
技術とその技術を踏まえた
比喩に込められた意趣を読
解した論文。

万葉歌に登場する稲作につ
いて、個別の事例を集成
し、その分析を行って、そ
こから稲作をめぐる心意伝
承を抽出した論文。

May-03

May-03

中西進編『万葉古代学』大
和書房

森永道夫編『芸能と信仰の
民俗芸術』和泉書院

2004年3月 『朱』第４７号、伏見稲荷
大社

『万葉古代学研究所年報』
第２号、財団法人万葉文化
振興財団万葉古代学研究所

高岡市万葉歴史館編『色の
万葉集』笠間書院

2004年3月

2004年3月

2004年7月 『国文学』第４９巻第８
号、学燈社


